
























































































































































































































































































ー格差指数　Global Gender GAP Index）で，なんと日本は2012年135ケ国中101位とほぼ最下位
にとどまっている。つまり日本の女性は国際的にみて，充実した保健医療制度や人間らしい生活
水準の中で教育を受けてはいるものの，培われた高い能力を政治・経済的な分野で発揮できてい
ない。12
7.　結　　　　　言
　女性にとって結婚・出産・育児は大きなライフイベントである。これを否定する女性は先ずい
ないであろう。このライフイベントを肯定しながらワークライフバランスを実現してゆくには，
政府・企業の政策面での支援もさることながら，男性も応分の負担をしてゆかなければならない。
現在の日本の現状をみると，女性の意識は変わりつつあり，家庭と仕事を両立させたい，という
方向に確実に向かっている。
　ただし，本論2-3で論述したように非正規雇用という労働形態を選択する女性が多いのも事実
である。つまり，仕事よりも生活上の問題解決を優先したい，という考え方が依然として根強い
ようである。その背景として第3号被保険者問題や130万円問題からくるパート労働の優位制があ
ることも一因となっているものと思われる。これらの制度が現存する中で，女性の管理職を急増
させる，という政策には困難が伴うものと思われる。
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